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二
月
二
十
七
日
、
津
市
羽
所
町
の

ア
ス
ト
津
で
中
・
北
・
久
居
・
白
山

４
消
防
署
合
同
の
防
火
訓
練
を
実

施
し
、
消
防
職
員
や
県
防
災
航
空
隊

員
、
ア
ス
ト
津
内
の
事
業
所
職
員
約

百
五
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

訓
練
は
、
一
月
一
日
に
旧
津
消
防
と

旧
久
居
地
区
広
域
消
防
が
合
併
し

て
か
ら
初
め
て
の
大
規
模
訓
練
で
、

新
体
制
で
の
円
滑
な
消
防
活
動
を

目
指
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

訓
練
は
、
東
南
海
地
震
が
発
生
し
、 

           

      ア
ス
ト
津
五
階
の
調
理
室
か
ら
出

火
、
数
名
が
取
り
残
さ
れ
た
と
の
想 

定
で
、
事
業
所
職
員
の
一
斉
避
難
後
、

救
助
隊
が
は
し
ご
車
二
台
を
使
っ

て
ビ
ル
五
階
の
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら

助
け
を
求
め
て
い
た
人
を
救
出
し

ま
し
た
。
訓
練
最
後
に
は
、
は
し
ご

車
か
ら
の
一
斉
放
水
も
行
わ
れ
、
会

場
周
辺
は
本
番
さ
な
が
ら
の
緊
迫

し
た
空
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

訓
練
終
了
後
、
野
田
重
門
消
防
長

は
「
本
日
の
訓
練
を
新
し
い
津
市
の

体
験
と
し
て
、
今
後
、
総
合
力
で
市

民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
を
守
っ
て

い
き
た
い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。 

  

三
月
七
日
に
は
、
久
居
消
防
署
久

居
署
で
三
重
中
央
看
護
学
校
の
一

年
生
八
十
人
を
対
象
に
、「
一
日
フ

ァ
イ
ア
体
験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
二
つ
の

班
に
分
か
れ
、
屋
内
消
火
栓
や
消
火

器
の
取
り
扱
い
を
学
ん
だ
り
、
訓
練

塔
を
使
っ
て
の
煙
体
験
や
救
助
袋

降
下
訓
練
を
体
験
し
ま
し
た
。 

           

ま
た
、
夜
間
の
病
院
で
火
災
が
発

生
し
た
と
の
想
定
で
避
難
訓
練
を

行
い
、
病
室
に
見
立
て
た
仮
眠
室
か

ら
患
者
役
を
避
難
さ
せ
、
竹
竿
と
毛

布
を
使
っ
た
応
急
担
架
で
、
重
さ
六

十
キ
ロ
の
人
形
を
搬
送
し
ま
し
た
。 

訓
練
に
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は

「
こ
の
よ
う
な
訓
練
は
初
め
て
だ

け
ど
経
験
で
き
て
良
か
っ
た
。
こ
の

体
験
を
今
後
に
活
か
し
た
い
で
す
」

と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

           

                

三
月
四
日
、
イ
オ
ン
津
南
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
防
火
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
催
し
、
当
日
買
物
に
来

て
い
た
家
族
が
た
く
さ
ん
訪
れ
、
ゲ

ー
ム
や
各
種
の
催
し
を
通
し
て
火

災
予
防
に
親
し
み
ま
し
た
。 

 
 

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
（
三
月
一
日
～
七
日
）
を
中
心
に
、
当
消
防 

本
部
管
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
た
。 

  
アスト津で行われた４消防署合同による 

大規模地震を想定した防火訓練（2/２7） 

消火器ゲームを楽しむ子どもたち 

（3/4・イオン津南サンバレー） 

 
香良洲町の浜っ子幼稚園で行われた 

防火訓練（３/8）

  
高茶屋小森町の松阪鉄工で行われた 応急担架で患者に見立てた人形を 

防火訓練（3/7） 運び出す看護学生たち（3/7） 

 


